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（千円切捨て）

一般会計補正は１億４,５９３万３千円を追加し

予算総額７７億５,１０３万４千円とした。

●介護保険は５８万２千円を追加し総額１５億４,７９１万２千円

（千円切捨て）

人気のあるドレッシング

　

６
月
定
例
会
議
は
８
日
か
ら
15
日
ま
で
８
日
間
開
催
し
、
議
員
発
議
１
件
・
専
決
処
分
５
件
・

報
告
１
件
・
条
例
等
４
件
・
補
正
予
算
３
件
・
人
事
案
件
４
件
を
審
議
し
可
決
し
た
。

　

一
般
質
問
は
３
人
が
登
壇
し
町
長
・
執
行
部
の
考
え
を
質
し
た
。

崩落した作業道 （妙見野）

１,６８８万円●くま川鉄道経営安定化補助金（災害復旧費）

※Ｐ４の条例改正に基づく

……………… ６,６１２万円

●ふるさと応援寄附事業補助

…… ２,０００万円●森林普及啓発道機能回復工事（妙見野）

●子育て世帯生活支援特別給付金
……… ７００万円

副町長に塚本  健 副町長に塚本  健 氏
元県職員を選任同意県職員を選任同意

つかもと  たけしつかもと  たけし

副町長に塚本  健 副町長に塚本  健 氏
元県職員を選任同意県職員を選任同意

つかもと  たけしつかもと  たけし

副町長に塚本  健 氏
元県職員を選任同意

つかもと  たけし
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●町税条例等の一部を改正する条例
　・地方税法施行令及び地方税法施行規則等の改正によるもの

●令和２年度一般会計補正予算
　・3,789万9千円を追加

●令和２年度国民健康保険特別会計（事業勘定）補正予算
　・1,833万6千円を減額

●令和２年度後期高齢者医療特別会計補正予算
　・12万４千円を追加

●令和３年度一般会計補正予算
　・1億3,010万1千円を追加

☆

微力ではありますが、皆様のご指導、ご助力をいただきなが
ら、町の発展のために全力を尽くしたいと思っております。
毎日、徒歩通勤していますので、見かけたらお気軽にお声が
けください。

★新型コロナウイルス感染症対応

　地方創生臨時交付金事業費

★公共土木施設災害復旧事業

★集落道路整備事業

★社会資本整備総合交付金道路事業

… 1億462万円

…1億4,185万円

……………… 1,947万円

……………… 1億5,510万円

★町道口の坪覚井線整備事業

★住宅建設事業

★中学校改築事業

★農業用施設災害復旧事業

★林業用施設災害復旧事業

…… 3,237万円

…………………… 6,478万円

………………… 8,090万円

……… 8,998万円

……… 2,135万円

出身地：熊本市

年　齢：48歳

専決処分したＲ３年度の一般会計補
正予算の中から9,210万円をコロナ
対策として、全町民に一万円分の応
援券を配布した。

専決処分とは、議会が議決す
べき事項を、町長が予算措置
等、特別な場合に限り議会に
代わり処理することであり、
これを議会に報告しなければ
ならない。

☆介護施設整備事業

☆中小企業振興補助事業

………… 4,115万円

……… 450万円

（千円切捨て）

復旧が急がれる宮ヶ野川復旧が急がれる宮ヶ野川復旧が急がれる宮ヶ野川

多良木町の皆様、はじめまして。
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職 名

議　長

副議長

議　員
（議席番号順）

髙橋　裕子

中村　正德

林田　俊策

坂口　幸法

村山　　昇

魚住　憲一

源嶋たまみ

豊永　好人

久保田武治

𡧃佐　信行

猪原　　清

落合　健治

氏　名 町民税 固定資産税 軽自動車税
国民健康
保険税

介護保険料 水道料金 下水道使用料
下水道事業
受益者分担金

令和３年３月末現在

「○」…… 当該年度に納付すべき額がすべて納付されている場合
「×」…… 当該年度に納付すべき額に未納がある場合
「－」…… 本人に納付義務がない場合

【表示例】
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「多良木町議会議員政治倫理条例」により、議会議員の税等の納付状況を公表します。

令和２年度分 町議会議員の税等納付状況

可決
ふるさと応援寄附条例の一部を改正する条例

　改正前　  基金として積み立てる額は寄附された寄附金の額とする

　　　　　　　　　（経費分には一般財源を投じていた）

　改正後　  寄附額のうち一般会計歳入歳出予算で定める額とする

同意第 1号　固定資産評価員の選任 … 東　健一郎 さん（現 税務課長）

諮問第 1号　人権擁護委員の推薦 …… 米多 やよい さん（多良木）　

　　　　　　　松本喜久子さんが令和３年９月30日をもって任期満了となるため

諮問第２号　人権擁護委員の推薦 …… 池本 一正 さん　再任（久米）

同意第２号　副町長の選任 …………… 塚本 　健 さん　※Ｐ３参照
つかもと たけし

ひがし けんいちろう

よねだ

いけもと かずまさ

条例

人事
案件

⇒

　本町は、上水道の水源７つ（宮ヶ野川２・深井戸５）を有し、各配

水施設・加圧施設をへて、総延長約113kmもの送・配水管を通り、各家

庭へと安全・安心な水を供給している。

　今回、Ｈ21年に完成した山渋の加圧施設や災害を受けた宮ヶ野川の

上流部を建設課の説明を受けながら視察し、災害状況や対応・対策を

聞いた。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　今回提示された「上水道事業経営戦略」の考

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　察をする際の良い資料となった。人口減少によ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　る収入減、施設の老朽化に伴う負担増は、町の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　近い将来大きな課題となる。計画自体は今後、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　黒字収支予想の10年間計画だが、課題を先送り

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　せず、協議を重ねていく。
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厚生建設文教常任委員会（文責：落合）

総務産業常任委員会（文責：猪原）

宮ヶ野川上流視察

多良木相良氏関連遺跡

町を流れる⽔を通して

新設された課と係の主な取り組みは︕

人口減少・老朽化が負担増に

　☆総合防災訓練の計画と実施

　☆リアルハザードマップの整備

　☆防災施設の整備

　☆第６次多良木町総合計画を策定

　☆「たらぎまちづくり推進機構」とともに地方

　　創生の取組を推進

　☆行政区を対象に地域課題解決に向けた補助事

　　業を実施

　☆各種事業を通して肥後宗像家文書の保存と活

　　用を図る

　☆多良木相良氏

　　関連遺跡群調

　　査指導委員会

　　運営をはじめ

　　とする、歴史

　　回廊たらぎ交

　　流促進事業の

　　推進

　☆主伐事業により林業従事者雇用促進と林業作

　　業技術の習得を促進

　☆森林環境譲与税を活用した民有林活性化対策

　　として今年度「多良木町森林作業道補修改良

　　事業」を創設、民有林作業道の補修改良

　☆林道施設災害復旧の早期発注と治山事業の県

　　への要望

　☆県営多良木第二地区農業水利施設保全合理化

　　事業の調整

　☆県営鮎之瀬地区土地改良事業推進協議会の設

　　立と地元への説明会を実施

　☆農地・農業施設災害復旧の早期発注

　☆暮らし応援事業の推進

　☆感染防止対策設備導入補助事業の実施

　☆たらぎ大地支援事業をはじめとする、ひと・

　　農地プラン中心経営体への支援



椎
葉
危
機
管
理
防
災
課
長

　

消
防
団
を
通
じ
該
当
地
区
に

周
知
を
図
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。
今
年
度
リ
ア
ル
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
を
作
成
し
、
電
柱
に

最
大
想
定
浸
水
線
等
を
考
え
て

い
る
。
ま
た
、
ど
の
く
ら
い
の

水
位
で
ど
う
い
う
現
状
に
な
る

の
か
を
回
覧
等
で
周
知
し
て
い

く
。

質
問

　

防
災
・
水
防
会
議
が
お
こ
な

わ
れ
た
が
、
多
発
す
る
災
害
時

の
孤
立
地
区
の
人
的
被
害
対
策

は
。

椎
葉
危
機
管
理
防
災
課
長

　

事
前
の
飲
料
水
配
布
や
ヘ
リ

輸
送
を
想
定
し
て
い
る
。
昨
年

は
火
災
・
救
急
対
応
時
の
緊
急

対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
配

付
し
た
。
今
後
孤
立
し
た
場
合

は
区
長
と
の
連
携
に
て
上
球
磨

消
防
署
等
、
関
係
組
織
の
協
力

を
得
な
が
ら
対
応
し
た
い
。
防

災
の
基
本
理
念
の
「
自
分
の
命

は
自
分
で
守
る
」
に
基
づ
き
防

災
意
識
の
向
上
を
図
る
。

質
問

　

一
時
避
難
場
所
と
し
て
の
町

営
住
宅
の
考
え
と
長
期
的
仮
設

団
地
の
考
え
は
。

林
田
建
設
課
長

　

入
居
可
能
な
空
住
宅
は
21
戸

で
現
状
で
は
避
難
所
と
し
て
想

定
し
て
い
な
い
が
、
基
本
的
に

住
宅
困
窮
者
へ
の
提
供
で
あ
り
、

災
害
に
よ
り
困
窮
し
た
町
民
の

入
居
を
考
え
て
い
る
。

椎
葉
危
機
管
理
防
災
課
長

　

避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
が

あ
り
、
住
民
に
よ
る
自
主
運
営

体
制
を
図
る
。
今
後
訓
練
等
を

積
み
重
ね
て
い
き
た
い
。

質
問

　

郡
内
町
村
で
初
め
て
危
機
管

理
防
災
課
が
新
設
さ
れ
た
が
、

こ
の
２
ヶ
月
間
の
活
動
内
容
は
。

椎
葉
危
機
管
理
防
災
課
長

　

職
員
に
総
合
防
災
シ
ス
テ
ム

の
全
容
構
築
後
に
操
作
説
明
会

を
実
施
。

　

町
民
に
対
し
て
は
自
主
防
災

組
織
の
研
修
等
を
実
施
。

ま
た
防
災
組
織
の
代
表
や
防
災

士
に
は
「
熊
本
マ
イ
タ
イ
ム
ラ

イ
ン
」
作
成
研
修
を
行
な
い
、

全
戸
に
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
要
約
版

を
配
布
。

　

消
防
団
に
は
土
砂
災
害
警
戒

区
域
に
加
え
、
浸
水
想
定
区
域

の
住
宅
に
も
戸
別
訪
問
し
避
難

勧
告
・
避
難
指
示
が
一
本
化
さ

れ
た
等
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
配
布

や
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
の
周
知
を
依

頼
し
、
球
磨
川
沿
い
の
分
団
に

は
上
球
磨
消
防
署
か
ら
の
指
導

で
救
助
用
ゴ
ム
ボ
ー
ト
の
操
作

・
救
助
訓
練
を
行
っ
た
。

質
問

　

今
後
の
大
雨
に
対
す
る
課
の

対
応
は
。

椎
葉
危
機
管
理
防
災
課
長

　

第
１
警
戒
体
制
(
警
報
発
令

時
)
と
同
時
に
待
機
職
員
当
番

表
に
よ
り
登
庁
し
、
第
２
警
戒

体
制(

土
砂
災
害
警
戒
情
報
等)

で
各
課
長
の
登
庁
と
と
も
に
避

難
指
示
の
発
令
を
行
う
。
災
害

対
策
本
部
は
指
定
避
難
所
等
の

開
設
を
決
定
し
職
員
を
配
置
す

る
。
災
害
報
道
連
携
ウ
ェ
ブ
会

議
で
県
を
は
じ
め
と
す
る
各
機

関
と
の
連
携
を
密
に
し
て
危
機

感
の
共
有
を
は
か
り
災
害
対
応

に
あ
た
る
。

質
問

　

防
災
マ
ッ
プ
で
浸
水
想
定
の

色
分
け
が
、
な
か
な
か
解
か
り

に
く
い
。
身
を
守
る
ポ
イ
ン
ト

等
の
記
載
を
考
え
て
は
。
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む
ら　

や
ま　
　

 

の
ぼ
る

Ａ Ｑ

林
田
建
設
課
長

椎
葉
危
機
管
理
防
災
課
長

椎
葉
危
機
管
理
防
災
課
長

質
問

質
問

椎
葉
危
機
管
理
防
災
課
長

椎
葉
危
機
管
理
防
災
課
長

質
問

椎
葉
危
機
管
理
防
災
課
長

質
問

質
問

防災研修に取り組み

ゴムボート救助訓練

公立病院での病床確保は

質
問

　

「
校
則
」問
題
に
今
後
、 

ど
の

よ
う
に
取
り
組
む
の
か
。

佐
藤
教
育
長

　

何
よ
り
も
生
徒
が
主
体
性
を

持
っ
て
見
直
す
こ
と
が
大
事
で

あ
る
。
生
徒
会
で
問
題
を
把
握
、

全
生
徒
に
問
題
提
起
し
、
学
級

で
話
し
合
い
、
生
徒
総
会
で
協

議
す
る
方
法
や
、「
校
則
検
討
委

員
会
」
等
を
立
ち
上
げ
教
師
や

保
護
者
、
民
生
児
童
委
員
に
も

呼
び
か
け
、
多
角
的
な
観
点
か

ら
見
直
す
こ
と
で
、
生
徒
の
集

団
的
な
自
治
能
力
を
高
め
て
い

く
一
助
に
な
る
と
思
う
。

質
問

　

頭
髪
や
ソ
ッ
ク
ス
の
色
、
長

さ
な
ど
、
児
童
生
徒
の
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
や
人
権
に
関
わ
る
「
校

則
」
を
見
直
す
動
き
が
広
が
っ

て
い
る
。
そ
の
背
景
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
な
認
識
か
。

佐
藤
教
育
長

　

「
校
則
」
制
定
時
か
ら
見
直
し

が
あ
ま
り
な
さ
れ
ず
、
今
の
価

値
観
や
感
覚
か
ら
ず
れ
て
い
る

こ
と
、
上
か
ら
の
押
し
つ
け
と

受
け
止
め
る
生
徒
や
保
護
者
も

い
る
こ
と
、
人
権
感
覚
や
意
識

が
高
ま
り
、
全
国
で
「
校
則
」

関
連
の
訴
訟
が
起
き
、
文
科
省

も
見
直
し
を
求
め
て
い
る
な
ど

の
背
景
が
あ
る
の
で
は
。

質
問

　

中
学
校
で
の
服
装
・
頭
髪
検

査
な
ど
校
則
違
反
の
指
導
や
保

護
者
へ
の
通
知
は
。

黒
木
生
涯
学
習
課
長

　

衣
替
え
時
期
に
年
２
回
、
定

期
検
査
を
行
っ
て
お
り
、
不
適

切
な
生
徒
は
少
人
数
で
あ
る
。

　

保
護
者
へ
は
通
知
と
い
う
形

で
な
く
、
電
話
等
で
連
絡
を
行

い
、
改
善
に
つ
い
て
の
理
解
を

得
る
よ
う
に
努
め
て
い
る
。
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質
問

　

人
吉
・
球
磨
地
域
の
コ
ロ
ナ

病
床
の
稼
働
状
況
や
稼
働
率
ま

た
、
公
立
病
院
の
増
床
や
対
応

状
況
は
。

岡
本
住
民
ほ
け
ん
課
長

　

人
吉
・
球
磨
地
域
で
は
、
感

染
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
や

誹
謗
中
傷
防
止
等
の
観
点
か
ら

公
表
を
控
え
て
い
る
。
公
立
病

院
で
は
20
床
と
緊
急
時
病
床
と

し
て
10
床
を
確
保
し
て
い
る
。

質
問

　

公
立
病
院
が
コ
ロ
ナ
対
応
に

果
た
す
べ
き
役
割
な
ど
、
開
設

者
協
議
会
で
は
、
ど
の
よ
う
な

議
論
・
検
討
が
な
さ
れ
て
い
る

の
か
。

町
長

　

企
業
長
か
ら
情
報
や
意
見
を

伺
っ
て
い
る
が
、
協
議
会
と
し

て
の
提
案
や
議
論
・
検
討
は
行

っ
て
い
な
い
。

　

そ
の
他
の
質
問

　

①
　

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に

　
　

つ
い
て

　

②
　

川
辺
川
ダ
ム
問
題
に

　
　

つ
い
て

　

③
　

「
特
別
障
害
者
手
当
」

　
　

に
つ
い
て

佐
藤
教
育
長

質
問

質
問

黒
木
生
涯
学
習
課
長

質
問

岡
本
住
民
ほ
け
ん
課
長

佐
藤
教
育
長

質
問

質
問

町
長

そ
の
他
の
質
問

■礼儀を重んじ
　◯服装を正す　　　   ◯元気なあいさつ
　○相手を思いやる態度
■時間を守り
　◯５分前登校　　　　 ◯２分前着席
　◯１分前黙想
■場を美しく
　◯掃除を頑張る　　　 ◯教室を美しく
　◯ことばを美しく

多良木中学校アクションプラン
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「牛繰川」「柳橋川」河道掘削・

堆積土砂撤去工事

柳橋川　上球磨消防署・JAくま

葬祭場両岸嵩上げ要望

主要県道人吉水上線（県道33号）

改良工事

　第３工区（青蓮寺周辺）の工事はすでに

完了している。第１工区（脇地区周辺）の

用地買収もほぼ終了し、本年度から改良工

事に入るとの報告を受けた。

　なお、改良工事に関係する地元区長も同

行した。

　両河川の堆積土砂撤去は出水期前にすで

に完了している。

その他の河川においても河道掘削・樹木伐

採・堆積土砂撤去を今後も行っていく。

　ＪＡくま葬祭場側については大型土嚢に

よる対応済。下流部「汚水ポンプ場」周辺

の約300ｍについては堤防嵩上げを実施し

ている。

　その他の部分においても越水箇所を中心

に早急の嵩上げを要望した。

　５月16日㈰、国・県への主軸事業要望に対する県土木部の進捗状況確認に、地元
選出の国会議員・県議会議員及び町建設課職員と共に町議会議員も同行した。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 （文責：中村）

椎
葉
危
機
管
理
防
災
課
長

　

自
主
防
災
組
織
の
情
報
伝
達

訓
練
は
毎
年
、
全
国
一
斉
の
緊

急
地
震
速
報
に
よ
る
シ
ェ
イ
ク

ア
ウ
ト
訓
練
も
毎
年
２
回
、
総

合
防
災
訓
練
も
毎
年
実
施
し
て

町
民
の
防
災
意
識
向
上
も
図
ら

れ
て
い
る
。

質
問

　

町
民
体
育
館
が
コ
ロ
ナ
ワ
ク

チ
ン
の
集
団
接
種
会
場
で
あ
る

こ
と
で
災
害
時
の
避
難
所
運
営

に
影
響
は
な
い
の
か
。

椎
葉
危
機
管
理
防
災
課
長

　

多
目
的
研
修
セ
ン
タ
ー
・
小

学
校
体
育
館
・
え
び
す
の
湯
等

も
避
難
所
に
指
定
し
対
応
し
て

い
る
。

質
問

　

避
難
指
示
へ
の
一
本
化
を
町

民
に
は
ど
の
よ
う
に
周
知
し
て

い
く
の
か
。

椎
葉
危
機
管
理
防
災
課
長

　

回
覧
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
電

光
掲
示
板
・
庁
舎
内
の
ポ
ス
タ

ー
設
置
及
び
消
防
団
の
戸
別
訪

問
を
行
い
周
知
を
行
っ
て
い
る

が
、
今
後
も
引
き
続
き
周
知
を

図
る
。

質
問

　

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
に
つ
い
て

の
今
後
の
取
組
は
。

佐
藤
教
育
長

　

教
職
員
等
へ
の
研
修
・
実
態

把
握
、
情
報
共
有
と
相
談
体
制

の
整
備
や
、
さ
ら
に
関
係
機
関

と
の
連
携
、
担
任
と
子
ど
も
と

質
問

　

町
の
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
実

態
を
把
握
し
て
い
る
か
。

新
堀
福
祉
課
長

　

家
庭
内
の
デ
リ
ケ
ー
ト
な
問

題
で
あ
り
、
表
面
化
し
に
く
く

現
状
把
握
は
難
し
い
。

の
人
間
関
係
を
作
っ
て
、「
な
ん

で
も
物
が
言
え
る
学
級
」
の
雰

囲
気
づ
く
り
が
重
要
で
あ
る
と

い
う
こ
と
を
校
長
会
、
学
校
訪

問
等
で
お
願
い
し
て
い
く
。

　

そ
の
他
の
質
問

　

①
　

現
中
学
校
敷
地
の
利

　
　

活
用
は

　

②
　

介
護
予
防
推
進
策
は

　

③
　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
よ
る
い
じ

　
　

め
対
策
は

質
問

　

新
設
さ
れ
た
危
機
管
理
防
災

課
は
ど
の
よ
う
な
業
務
に
取
り

組
む
の
か
、
発
災
時
の
具
体
的

な
事
務
内
容
は
。

椎
葉
危
機
管
理
防
災
課
長

　

災
害
対
策
本
部
の
事
務
に
関

す
る
こ
と
と
災
害
時
応
急
措
置

・
他
対
策
部
と
の
連
携
調
整
・

民
間
団
体
と
の
連
携
・
交
通
指

導
と
緊
急
輸
送
・
消
防
団
へ
の

出
動
要
請
及
び
自
衛
隊
の
派
遣

要
請
等
で
あ
る
。

質
問

　

課
の
主
導
で
防
災
訓
練
・
避

難
訓
練
・
参
集
訓
練
等
を
企
画

し
て
防
災
意
識
の
醸
成
と
被
害

の
最
小
化
を
図
る
べ
き
で
は
。
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そ
の
他
の
質
問

質
問

椎
葉
危
機
管
理
防
災
課
長

質
問

い　

  

は
ら　
　

 

き
よ
し

椎
葉
危
機
管
理
防
災
課
長

椎
葉
危
機
管
理
防
災
課
長

佐
藤
教
育
長

新
堀
福
祉
課
長

質
問

質
問

質
問

椎
葉
危
機
管
理
防
災
課
長

質
問

報
道
さ
れ
る
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
問
題

令
和
３
年
６
月
16
日

　

熊
本
日
日
新
聞
掲
載
記
事
よ
り

Ａ

Ｑ

危機管理防災課始動
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・



　

気
象
観
測
史
上
２
番
目
に
早
い
九
州

の
梅
雨
入
り
の
為
、
収
穫
す
べ
き
作
物

が
収
穫
で
き
ず
、
収
穫
で
き
た
作
物
に

つ
い
て
も
乾
燥
不
十
分
で
今
後
の
影
響

が
懸
念
さ
れ
る
。
５
月
の
梅
雨
入
り
が

あ
と
１
週
間
遅
け
れ
ば
、
無
事
収
穫
出

来
た
の
に
と
悔
や
む
農
家
が
多
か
っ
た

事
だ
ろ
う
。

　

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
Ｙ
ｅ
ａ
ｒ
は
野
菜
の

高
値
年
と
言
わ
れ
る
が
、
今
年
の
よ
う

な
異
常
気
象
だ
と
先
行
き
不
安
に
な
る
。

　

今
年
の
田
植
え
も
順
調
に
進
み
、
葉

た
ば
こ
の
収
穫
・
手
入
れ
も
ま
っ
た
だ

中
で
あ
る
。
田
植
え
後
は
ジ
ャ
ン
ボ
タ

ニ
シ
に
悩
ま
さ
れ
、
収
穫
間
際
に
は
ウ

ン
カ
の
被
害
に
悩
ま
さ
れ
る
近
年
で
あ

る
が
、
今
年
は
順
調
に
育
ち
、
実
り
多

き
秋
を
迎
え
た
い
も
の
で
あ
る
。

　

町
の
基
幹
産
業
は
農
業
で
あ
る
こ
と

を
今
一
度
認
識
し
、
今
後
の
気
象
予
報

に
注
意
し
、
頑
張
っ
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　
　

(
文
責
　

源
嶋 

た
ま
み
)

広
報
特
別
委
員
会
　
　
　

 

◎
林
田
　

俊
策 　

中
村
　

正
德

〇
源
嶋
た
ま
み 　

坂
口
　

幸
法

　

猪
原
　
　

清 　

落
合
　

健
治

後

編

集

記

発
行
／
多
良
木
町
議
会

〒
８
６
８
ー
０
５
９
５ 

熊
本
県
球
磨
郡
多
良
木
町
多
良
木
１
６
４
８
番
地

編
集
／
議
会
広
報
調
査
対
策
特
別
委
員
会　

令
和
３
年
７
月
21
日
発
行

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
９
６
６
ー
４
２
ー
６
１
１
１

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
９
６
６
ー
４
２
ー
２
２
９
３

たらぎ議会だより 第120号 10

「ワクチン接種は無断キャンセルせんごと」

多良子

若っか私どんはどぎゃんなっちゃろか

多良子

ワクチン接種はどぎゃんなっとっと　　町のお医者さんどんも
協力してくいやって、希望者は送迎もしやっとげなね

多良子

他にもいろいろ問題もあったとじゃろねー

多良子

へー注射はどんくらいの人が打ちやったとじゃろか　施設ん人達も打
ちやったとじゃろ　ちっと気分の悪か人もおいやったじゃろね

球磨雄

なんさま、当日の無断キャンセルが何人か出るも
んでバタバタしやっとげな

球磨雄

公立の先生と町のお医者さんどん７人も協力してもろうて、65歳
過ぎとっもんは６月10日にゃ１回目はおわって、２回目も７月の
10日前後にゃしまゆっとばい

球磨雄

65歳未満で12歳以上は今からばってん８月に始めて10月末ま
でにゃー済むごと、予定しといやるごたるばい

多良子

行かんなら連絡せんばんよね

球磨雄

集団で打ちやった人と施設で打ちやった人、全部で６月10日まで
3,766人済んどるげな。気分悪ないやった人は何人かはおいやっ
たげなばってん免疫力ば高めるためじゃっでな

球磨雄

おいが聞いた時にゃーワクチンの破棄はなかげなばってん、
みんなで協力してワクチンば大切にせんばんよな

痛かろか？
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